
      
       

 

 

当社スキー部ジャンプチームの湯本史寿選手が、年明け１月８（土）に札幌市の大倉山ジャンプ 

競技場で行われたコンチネンタルカップ国内２連戦において２連勝を飾った。 

コンチネンタルカップを兼ねたＨＴＢ杯国際大会は、大倉山ジャンプ競技場（ＨＳ１３４メートル、

Ｋ点１２０メートル）で行われ、東京美装グループ所属の湯本史寿が１回目に１３４メートルで 

トップに立ち、２回目も最長不倒の１４０メートルを飛んで今季初優勝を挙げた。 

その後、前日に悪天候で延期された札幌五輪記念国際大会が引き続き行われ、１回目４位のつけた

湯本史寿が２回目に最長不倒の１３１．５メートルをマークし逆転で初優勝を飾った。 

 

■大会結果 

○FIS コンチネンタルカップ HTB カップ国際スキージャンプ大会 

  2011/1/8   in 大倉山ジャンプ競技場（札幌市） HS134ｍ K120 

順位 氏名 所属 1 本目 2 本目 合計 

1 位 湯本史寿 東京美装グループ 134.0 140.0 287.7 

2 位 葛西紀明 土屋ホーム 134.0 132.5 279.2 

3 位 MEZNAR Mitja SLO 123.5 138..0 265.2 

 

○FIS コンチネンタルカップ 札幌五輪記念国際スキージャンプ大会 

  2011/1/8   in 大倉山ジャンプ競技場（札幌市） HS134ｍ K120 

順位 氏名 所属 1 本目 2 本目 合計 

1 位 湯本史寿 東京美装グループ 119.0 131.5 245.4 

2 位 MEZNAR Mitja SLO 124.5 124.0 242.3 

3 位 PUNGERTAR Mat SLO 123.5 121.5 234.5 
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ジジャャンンププチチーームム湯湯本本史史寿寿ががココンンチチネネンンタタルルカカッッププでで２２連連勝勝！！  
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